
第２２回　道央クラブバレーボール連盟　６人制会長杯争奪大会

【６人制男子予選ブロック戦　４月2日】 【６人制女子予選ブロック戦　４月２日】

【成績結果】
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【６人制男子決勝トーナメント】
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【６人制女子決勝トーナメント】
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※男子Bﾌﾞﾛｯｸ，3ﾁｰﾑ
1勝1敗の結果はｾｯﾄ
率でSILVERが敗退。

戦評（男子決勝戦）決勝の第1ｾｯﾄ､予選から危なげない試合で勝ち上がったIDFが､勢いをそのままに序盤一気にﾘｰﾄﾞを広げる｡対するTVCも粘りあるﾚｼｰﾌﾞで応戦するが､IDFの高さ
あるﾌﾞﾛｯｸに阻まれ､最後はIDF11番廣瀬の活躍で25-10と先取する｡第2ｾｯﾄはお互い譲らず接戦となる｡IDFの連続ｽﾊﾟｲｸﾐｽで流れTVCに傾きかけるが､ここでもIDFのﾌﾞﾛｯｸ陣がそれ
を許さない｡終盤までもつれにもつれるが､最後IDFのﾚｼｰﾌﾞが乱れ､TVCが25-17とｾｯﾄｶｳﾝﾄを対とする｡決勝戦にふさわしくﾌﾙｾｯﾄまでもつれたこの試合の最終ｾｯﾄ｡攻めのIDFと粘り
のTVCの持ち味をお互い存分に発揮して中盤まで接戦となる｡次第にIDFにﾌﾞﾛｯｸが出始め､更にｻｰﾋﾞｽｴｰｽも出てﾘｽﾞﾑを掴む｡TVCにもﾐｽが出て一気に抜け出したIDFが25-17と勝
利し､初出場で初優勝を飾った｡

戦評（女子決勝戦）第1ｾｯﾄの前半は一進一退の攻防が続いていたが､CHOP!!2番相澤のｻｰﾋﾞｽｴｰｽをきっかけに連続得点でﾘｰﾄﾞするが､岩見沢優光ｸﾗﾌﾞもｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝを中心に追い
ついた｡終盤岩見沢優光ｸﾗﾌﾞは2番高橋のﾚﾌﾄからのｽﾊﾟｲｸや18番坂口のﾌﾞﾛｯｸで25-23と先取した｡第2ｾｯﾄはCHOP!!8番渡辺のｻｰﾋﾞｽｴｰｽ､3番青山のﾌﾞﾛｯｸなどでﾘｰﾄﾞし､さらに1番
山田のｾﾝﾀｰ攻撃と9番三浦のﾗｲﾄ攻撃でﾘｰﾄﾞを広げ､CHOP!!がこのｾｯﾄを25-13とｾｯﾄｶｳﾝﾄを対とした｡第3ｾｯﾄ､岩見沢優光ｸﾗﾌﾞは4番三浦の速攻を中心にﾘｰﾄﾞをしたが､CHOP!!は1
番山田､9番三浦の活躍で逆転､ﾌｪｲﾝﾄを巧みに使いﾘｰﾄﾞを続けた｡岩見沢優光ｸﾗﾌﾞも後半追いかけたが､最後はCHOP!!1番山田のｽﾊﾟｲｸが決まり25-22と逆転勝利し初優勝を飾っ
た｡見応えのある決勝戦となった｡


